
オンライン資格確認義務不存在確認等請求事件に関する記者説明会 

 配布資料  

6 月 29 日（木）14：30～ 

弁護士会館 10 階 第二東京弁護士会 1002 会議室 

 

 

◎東京保険医協会 

「オンライン資格確認システムトラブル事例アンケート結果」 P2～ 

 

◎全国保険医団体連合会 6 月 21 日記者会見資料 P10～ 

・「マイナ保険証による医療現場のトラブル調査・最終集計結果」 P11～ 

・マイナ保険証「無効」で 10割負担 マニュアル改定について P33～ 

・地方公共団体情報システム機構（J-LIS）のデータの信ぴょう性について P54～ 
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 オンライン資格確認システム トラブル事例アンケート 

速報まとめ 調査結果概要 ／ 東京保険医協会 

66.5％でトラブルあり 
● 77.5％がオン資を実施 約 10％は経過措置を申請 

 東京保険医協会は、5月 25 日に会員医療機関 4,770 件に FAX でアンケートを送付し、6月 5 日まで

に都内 691 件の医療機関から回答を得ました（回収率 14.5％）。 

集計の結果、回答があった医療機関のうち 77.5％がすでにオンライン資格確認を実施しており、

11.6％が準備中であることが判明しました。一方で、9.3％は経過措置を申請したとの回答でした。 

● 66.5％がトラブルあり 「保険者情報が正しく反映されない」多数 

「オンライン資格確認を実施している」と回答した医療機関のうち、66.5％で運用に際してトラブ

ルがあったことがわかりました（図１）。トラブルの内容（複数回答可）については、「保険者情報が

正しく反映されていなかった」が 265 件、「カードリーダーまたはパソコンの不具合によりマイナ保

険証を読み取りできなかった」が 165 件、「マイナ保険証の不具合（IC チップの破損等）で読み取り

ができなかった」が 85件、「他人の情報に紐づけられていた」が 11 件、「上記のトラブルが発生した

ことに対して、患者から苦情を言われた」が 50 件でした（図２）。 

 

●トラブルへの対処法は、「健康保険証での資格確認」が最多 

トラブルへの対処法（複数回答可）

は「その日に持ち合わせていた健康

保険証で資格確認をした」が 270 件、

「保険者に連絡をして相談した」が

104 件、「レセコンメーカーに相談し

た」が 97件、「前回来院時の情報を

もとに対応をした」が 79件、「オン

ライン資格確認のコールセンターに

連絡をした」が 44件でした（図３）。 
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●トラブル時にすぐに対応できなかった事例が約半数 

トラブルがあった時にすぐに対応できなかった事例が「あった」

との回答は 48.2％にのぼりました。原因（複数回答可）は「レセコ

ンメーカーに連絡をしたがすぐに繋がらなかった」が 50件、「健康

保険証を持ち合わせておらず、すぐに資格を確認できなかった」が

46 件、「オンライン資格確認のコールセンターに連絡をしたが、す

ぐに繋がらなかった」が 38件、「保険者に連絡したが、資格を確認

できなかった」が 19 件でした。トラブル対応で「一旦 10割を患者

に請求した」との回答が 51件でした（図４）。 

●健康保険証の存続を！ 

以上から、オンライン資格確認システムはトラブルが多発しており、健康保険証がなければ資格確

認すらままならない実態が明らかになりました。協会は、国民皆保険の基盤である健康保険証を存続

させることを強く訴えます。 
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 ＦＡＸ２枚  

会員各位                              2023 年５月 25 日 

東京保険医協会 

「オンライン資格確認システムトラブル事例アンケート」 
ご協⼒のお願い 

 日夜、地域医療へのご尽力に敬意を表します。2023 年４月から患者がマイナンバーカードによる保

険資格の確認を求めた場合、オンラインによる資格確認が実施できるよう体制整備が義務化されまし

た。協会は、医療のデジタル化について一律に反対するものではありませんが、義務化方針発表から

１年も経ないうちの義務化は大変拙速であり、医療機関は無理矢理システム導入を迫られたため、様々

なトラブルが報告されています。また、マイナ保険証の他人情報ひも付けなどのトラブルも相次いで

います。制度の見直し、改善を求めるために、現場の実態を明らかにしたいと考えています。つきま

しては、会員の先生方にご協力いただき、実情を把握し、政府への要望やマスコミに発信・要望をし

ていきます。アンケートへのご協力をお願いいたします。 

【アンケート回答要領】 
＊下記項目についてご記入いただき、５月３１日（水）までに下記ＦＡＸ番号へご返信ください。 

返信ＦＡＸ宛先 ０３-５３３９-３４４９ 
＊ご回答内容は、調査の目的以外には使用いたしません。 

＊本アンケートに関するお問い合わせは、政策調査部（０３-５３３９―３６０１）まで 

（該当する項目に□ をお願いします） 
 

【問１】都道府県 （         都・道・府・県） 

 

【問２】年齢 □20 歳代 □30 歳代 □40 歳代 □50 歳代 □60 歳代 □70 歳代以上 

 

【問３】区分 □無床診療所 □有床診療所 □病院 

 

【問４】オンライン資格確認の実施について 

  □実施している  □準備中  □経過措置を申請した  □その他 

（「準備中」、「経過措置を申請した」、「その他」と回答した方は【問１２】へ） 

 

【問５】オンライン資格確認システムを導入してからこれまでにトラブルはありましたか。 

□あった  □なかった（「なかった」と回答した方は【問１２】へ） 

 

【問６】「問５」で「あった」とお答えした方にお聞きします。 

どのようなトラブルでしたか。（複数回答） 

□マイナ保険証の不具合（ICチップの破損等）で読み取りができなかった 

□カードリーダーまたはパソコンの不具合によりマイナ保険証を読み取りできなかった 

□保険者情報が正しく反映されていなかった（無効・該当資格なしと表示されたなど） 

□他人の情報に紐づけられていた 

□上記のトラブルが発生したことに対して、患者から苦情を言われた   次ページへ 
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【問７】「問６」のトラブルについて、具体的な内容を記載してください。 

 

 

 

【問８】「問５」で「あった」とお答えした方にお聞きします。 

トラブルがあった時点で、どのように対応しましたか。（複数回答） 

□その日に持ち合わせていた健康保険証で資格確認をした 

□オンライン資格確認のコールセンターに連絡をした 

□保険者に連絡をして相談した 

□レセコンメーカーに相談をした 

□前回来院時の情報をもとに対応をした 

□その他 

 

 

【問９】「問８」のトラブル対応で、「一旦 10割負担を患者に請求した」事例はありましたか。 

（４月以降） 

□なかった □1～2 件あった □3～4 件あった □5件以上あった 

 

【問１０】「問５」で「あった」とお答えした方にお聞きします。 

トラブルがあった時に、すぐに対応できなかった事例はありましたか。（４月以降） 

□あった（1～5 件） □あった（6～10 件） □あった（11件以上） 

□なかった（「なかった」と回答した方は【問１２】へ） 

 

【問１１】「問１０」で「あった」とお答えした方にお聞きします。 

すぐに対応できなかった原因を教えてください。（複数回答） 

□オンライン資格確認のコールセンターに連絡をしたが、すぐに繋がらなかった 

□レセコンメーカーに連絡をしたが、すぐに繋がらなかった 

□健康保険証を持ち合わせておらず、すぐに資格を確認できなかった 

□保険者に連絡したが、資格を確認できなかった 

□その他 

 

 

【問１２】オンライン資格確認システムの導入を「義務化」したことや、導入後のご感想、

ご意見を記載してください。 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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【問３】区分
医科無床診療所 639 92.6%
医科有床診療所 16 2.3%
歯科診療所 0 0.0%
病院 35 5.1%
合計 690 100.0%

（合計） （％）

【問４】オンライン資格確認の実施について

実施している 535 77.5%
準備中 80 11.6%
経過措置を申請した 64 9.3%
その他 11 1.6%
合計 690 100.0%

（合計） （％）

【問５】オンライン資格確認システムを導入してからこれまでにトラブルはありましたか

あった 351 66.5%
なかった 177 33.5%
合計 528 100.0%

（合計） （％）

【問６】「問５」で「あった」とお答えした方にお聞きします。どのようなトラブルでしたか。（複数回答）

マイナ保険証の不具合（ICチップの破損
等） 85 14.8%
カードリーダーまたはパソコンの不具合に
よりマイナ保険証を読み取りできなかった 165 28.6%
保険者情報が正しく反映されていなかった
（無効・該当資格なしと表示されたなど） 265 46.0%
他人の情報に紐づけられていた 11 1.9%
上記のトラブルが発生したことに対して、
患者から苦情を言われた 50 8.7%
合計 576 100.0%

（合計） （％）
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【問８】「問５」で「あった」とお答えした方にお聞きします。トラブルがあった時点で、どのように対応しましたか。（複数回答）

その日に持ち合わせていた健康保険証で
資格確認をした 270 45.5%
オンライン資格確認のコールセンターに
連絡をした 44 7.4%
保険者に連絡をして相談した 104 17.5%
レセコンメーカーに相談をした 97 16.3%
前回来院時の情報をもとに対応をした 79 13.3%
その他 63 10.6%
合計 594 100.0%
※「その他」の記載内容は別シート参照 （合計） （％）

【問９】「問８」のトラブル対応で、「一旦10割負担を患者に請求した」事例はありましたか。（４月以降）

なかった 315 86.0%
1～2件あった 42 11.5%
3～4件あった 5 1.4%
5件以上あった 4 1.1%
合計 366 100.0%

（合計） （％）

【問１０】「問５」で「あった」とお答えした方にお聞きします。トラブルがあった時に、すぐに対応できなかった事例はありましたか。（４月以降）

あった（1～5件） 120 40.8%
あった（6～10件） 11 3.7%
あった（11件以上） 11 3.7%
なかった 152 51.7%
合計 294 100.0%

（合計） （％）

【問１１】「問１０」で「あった」とお答えした方にお聞きします。すぐに対応できなかった原因を教えてください。（複数回答）

オンライン資格確認のコールセンターに
連絡をしたが、すぐに繋がらなかった 38 24.8%
レセコンメーカーに連絡をしたが、
すぐに繋がらなかった 50 32.7%
健康保険証を持ち合わせておらず、
すぐに資格を確認できなかった 46 30.1%
保険者に連絡したが、
資格を確認できなかった 19 12.4%
その他 39 25.5%
合計 153 100.0%
※「その他」の記載内容は別シート参照 （合計） （％）
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問７ トラブルの具体的な内容 

・「該当資格なし」と表示された。 

・保険証の切り替え直後など、有効な資格情報でも「該当資格なし」と表示される。 

・「該当資格なし」となり、患者に確認したところ「変更はない」と怒られた。 

・オン資では「該当資格なし」と表示されたが、保険者に確認すると「有効」だったことがよくある。 

・有効な保険証の資格情報が間違っているとのメッセージが何度か表示された。 

・実際は資格を喪失しているのに、「有効」と表示される。 

・マイナンバーカードでは資格情報が読み取れず、結局、保険証を確認した。 

・変更後の資格情報が紐付いていなかった。 

・主に国保で資格取得日が実際の資格情報と異なっていた。 

・オン資の登録と保険証とで名前が違う。 

・患者の住所が引越前のままになっていた。（引越は 1 年以上前にしたとのこと） 

・マイナンバーカードを使用することへの不安を訴える患者が多い。オン資では住所などが登録されていない

ことがある。 

・顔認証がなかなか出来ず、一人一人かなり時間がかかる。無効になった人もいた。 

・顔認証ができなかった。 

・顔認証でもパスワードでも認証できなかった。限度額適用認定証とオン資の情報が異なっていたため、保険

者に確認するのに、とても時間がかかった。 

・マイナンバーカードの電子証明の期限が切れていて読み込みができなかった。 

・資格確認はできても、診療・薬剤情報や特定健診の結果が閲覧できない。 

・オン資を導入して約 1 年になるが、カードリーダーにマイナンバーカードをかざしても読み取れない。 

・システムが待機中で読み取りできないことがあった。 

・カードリーダーとパソコンとの間で頻繁に接続エラーが起きる。 

・カードリーダーのシステムエラー（ネットワークエラー）が多発している。 

・通信の不具合があり、復旧するまでオン資を使用できなかった。 

・電子カルテが不具合を起こし、診療に支障を来した。 

・約 3 分間の停電の間にシステム障害が発生した。 

・マイナンバーカードのパスワードが分からず、ロックがかかってしまった。 

・カードリーダーの不具合で顔認証ができなかったため、暗証番号の入力を依頼したが、高齢のため覚えてお

らず、保険証も持参していなかった。市役所への問い合わせも終了している時間だったため、10 割負担をお

願いしたが「機器不良は医療機関のせい」と苦情を言われた。 

 

問８ トラブルへの対応 

・保険者に確認しようとしたが、電話がつながらなかった。 

・患者に帰宅してもらい、保険証を持参してもらった。 

・マイナンバーカードの暗証番号で対応した。 

・レセコンメーカーも解決できず、新しいカードリーダーと交換することになった。 

・保険証を持ち合わせておらず、一旦 10 割負担になることを説明したが、「役所でこれ（マイナンバーカード）

で保険証がなくても受診できると言われた」の一点張りで納得せず。待合室で大きな声で騒ぎ立てるため、

やむなく警察を呼んで、その場は終息した。診察は受けずに帰宅。その後来院なし。全くの新患。 
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問 11 すぐに対応できなかった原因 

・保険者とレセコンメーカーに電話にて問い合わせたが、回答までに数日の時間を要した。 

・どこかに問い合わせることができる時間ではなかった。 

・土曜日のため、保険者に確認が取れなかった。 

・日曜日で連絡が取れなかった。 

・連絡はついたが、結局、解決に至らなかった。 

・「保険者が入力していなかったことが原因であり、コールセンターでは対応できない」と言われた。 

・レセコンメーカーに問い合わせても、すぐ原因が分からなかった。対応後も同じトラブルが起きている。 

・限度額の区分が一致しない点を保険者に確認しても、「個人情報だから」と回答が得られなかった。 

・区役所でマイナンバーカードのロックを解除してもらう必要があった。 

・通信障害が回復するまで待った。 
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